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〇在宅重度後遺障害者のための短期入院・入所受入体制
の充実＝１億5,700万円（１億5,500万円）

〇介護者なき後を見すえた日常生活支援の充実＝３億
2,400万円（３億1,300万円）

〇一般会計から自動車安全特別会計への繰戻し＝47億
円（40億3,000万円）

・平成６年度及び７年度に、財政事情の悪化を理由とし
て自動車安全特別会計から一般会計に繰り入れられた
１兆1,200億円について、約6,000億円が繰り戻されて
いない状況にある。

・令和３年度予算において、一般会計から自動車安全特
別会計への繰戻しを４年連続で実施する。

〇自動車事故による被害者救済対策の充実＝８億3,800
万円（第３次補正予算案）

■道路局
〇高速道路の機能強化の加速（国土強靱化に資する道路

ネットワークの機能強化）＝財政融資１兆円（うち令
和２年度補正予算5,000億円）

　12月８日に閣議決定された「国民の命と暮らしを守る
安心と希望のための総合経済対策」に基づき、財政投融
資を活用して、防災・減災、国土強靱化の推進など安全・
安心の確保のため、暫定２車線区間における４車線化に
よる機能強化を行う。

〇無人自動運転移動サービス車両の事業化に向けた技術
要件の検討＝1,900万円（新規）

・無人自動運転移動サービスについて、令和２年度まで
に実施した実証実験の結果を踏まえ、令和３年度以降
に全国におけるサービスの事業化を目指す。

・各地域における事業化のニーズ、想定される走行環境
等に応じた技術要件等の検討のための調査を行う。

〇自動運転バス車両の開発促進＝１億4,000万円（１億
4,200万円）

〇自動運転技術等の実用化に向けた技術基準の整備・国
際標準化の推進＝６億700万円（６億3,300万円）

〇自動運転技術に対応した関連諸制度（整備・検査・型
式認証）の高度化＝5,600万円（5,100万円）

〇自動運転車等事故分析事業の推進＝3,800万円（4,000
万円）

〇自動配送ロボット制度の整備＝2,000万円（新規）
〇自動運転の実用化促進に向けた研究・基準策定の推進

＝２億円（第３次補正予算案）
〇重度後遺障害者のための療護施設の設置・運営（小規

模な委託病床の拡充）＝独立行政法人自動車事故対策
機構運営費交付金74億4,300万円の内数

〇重度後遺障害者に対する介護料の支給等（支給対象の
拡充）＝39億4,500万円（39億2,900万円）


